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貝殻を再利用しよう！ 

－花の生育と水のろ過－  

染矢咲綾, 田中珠莉, 小田愛七

延岡高等学校 Nobeoka High School  

.Abstract.

 生物の殻や脱皮等に注目したとき、比較的多く排出されるものは貝殻だと考え、貝殻を再利用

するにはどのような方法があるだろうかと考えた。 また、貝殻を再利用することでどのような効果が

得られるのかを考え、研究を行った。 

 実験では海で採集した貝殻を細かく砕きふるいにかけたものを使用した。�⃣の貝殻を花の肥料

として再利用する実験では、花自体の生存能力にも関係するが、貝殻を入れた花の方が成長が

早かった。�⃣の貝殻を濾材として使用する実験では、一般的な濾材の比較として木炭を使用し

た。 ペットボトルでろ過装置を作成し、自分たちでつくった泥水をろ過した。 その結果、貝殻を濾

材として使用した場合のpH値が相対的に高かった。 

 今回の研究を踏まえ、今後の研究では、①市販肥料との比較や環境条件の改善、②水の見た

目の基準の設定に注意したい。 

.Keyword.  貝殻 / 肥料 / ろ過 

１．序論 

（１）研究背景 

  近年、様々なものを再利用することに焦点がおか

れている。例えばペットボトルから服を製造したり、牛

乳パックを回収してトイレットペーパーを作ったりする 

など身近にあるものが活用されていることを知り、この

ことから貝殻を利用する研究を行おうと思った。 

（２）研究の動機 

 近年、世界的にSDGsの取り組みが盛んとなってお

り、私達は身近なものでもなにかできないかと考えた。

その際、生物の殻や脱皮等などの中で多く排出され

るものを考えたら、貝殻が一番多いのではないかと思

い、貝殻を使って研究を行った。 

（３）先行研究

北海道立工業技術センター（２０１６）「ホタテ貝殻から

製造した副産石灰肥料の調査研究」 

 ホタテ貝殻を砕いた資材への農業への有効性を示

すためにラボスケールの各種実験を行った。 

 その結果、ホタテ貝殻には土壌のｐH緩衝作用の改

善に有効である、石灰石にはない有機成分が含まれ

ている、という特徴があることがわかった。 

宮地竜郎（2010）「ホタテ貝殻による水質浄化につい

て‐有効性に関する室内試験‐」 

 北海道で水産廃棄物として排出されているホタテ貝

殻を用いた生物膜法による澱粉工場廃水浄化の基礎

研究を行っている。実験は、曝気の有無による他の接

触濾材（木炭とガラスビーズ）との比較を行っている。 

 結果、ホタテ貝殻が接触濾材として実用できることが

わかった。 

（４）研究仮説 

1,貝殻を植物の肥料として使う 

→無肥料のものより成長が見られるのではないか 

2,貝殻を水の濾材として使う 

→炭でろ過した水よりもきれいな水が得られるのでは 

ないか（きれいな水＝飲料水として使用できるか） 

２．調査方法 

（１）材料  

 苗、ポット、土、ペットボトル、貝がら、バケツ、 

 ジップロック、布、ティッシュ、炭、 

 ハンディ型pｈ計SK-６２０ＰＨⅡ   
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（２）実験方法 

�⃣貝殻を肥料として利用する実験 

①貝殻を細かく砕き、大きさを1㎜以下にするために

ふるいにかける。 

②4つのポットを用意し、全てに土1000ｇを入れる。そ

の後、①の貝殻を分量を変えてを入れる。 

③苗を植え、観察をする。 

（写真1）貝殻の分量を変えて入れたポット 

↑ 左から A,0g   B,30g   C,60g   D,90g  

�⃣貝殻をろ過材として利用する実験 

①貝殻を荒めに砕き、大きさを2㎝以下にする。また、

炭も同様に砕く。 

②4つのろ過装置を作り、それぞれ分量を変えて貝殻

を入れる。 

③濃度が同じ泥水をそれぞれの装置に同じ分量入れ

る。 

④ろ過された液体のphをｐｈ計を使って調べる。 

（写真2）ろ過装置   

   →上から 布 

          砂 

炭 or 貝がら 

          小石 

          石 

          ティッシュ 

↑左から ⓵⓶炭を使用     ⓷⓸貝殻を使用 

（３）基準 

�⃣条件：与える水の量、日照量、温度  

  観察の基準：花の数、花の高さ 

�⃣ろ液の基準：水質基準より 

          pH5.8～pH8.6の範囲内か 

          見た目がきれいか 

３．本論 

（１）結果１ 

グラフ１より肥料の量と花の高さの伸びにはあまり関係

性がないと考えられる。 

グラフ2より、肥料に貝殻が多く入っているものほど花

の数が多いことがわかる。

（２）結果２ 
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↑      �⃣ �⃣

↑     �⃣ �⃣

番号 ｐｈ 

�⃣ ７．３７ 

�⃣ ７．３４ 

�⃣ ７．５２ 

�⃣ ７．９１ 

上の表より、①②(炭を使ったろ過)のほうが比較的ph

が小さくなり、③④（貝殻を使ったろ過）のほうが比較

的phが大きくなっている。 

（３）考察 

�⃣貝殻の主成分は炭酸水素カルシウムであり、カル

シウムには、根の生育を促進したり細胞膜を丈夫にす

る効果があるあるため貝殻が含まれる割れ合いが高

いほどよく花が咲いたと考えられる、また、貝殻の量と

ともに個体それぞれの生存能力も関わってくるのでは

ないかと考えられる。 

�⃣炭のｐHには炭そのものの表面のｐHと炭から溶出さ

れるｐHの2種類がある。表面のｐHは炭の炭化温度に

関係し、一般的に低温では酸性、高温で焼かれるほ

ど塩基性になる。 

 それに対して、炭から溶出したｐHは樹木には各種

の無機物（ミネラル）があり、樹木が炭化したときにこれ

らは炭の中にそのまま残ったものとされている。 

今回の実験では泥水に浸したため炭が低温になり、

本来の炭（ｐＨ８〜９）より酸性に変化したのではない

かと考える。 

これにより貝殻のｐＨ約８．２より炭のｐＨは酸性に近づ

いたため、炭を濾材として使用したものよりも貝殻を濾

材として使用したものの方がｐＨが相対的に高くなっ

たものと考察される。 

４．結論 

�⃣貝殻を使った肥料が多いもののほうがよく育つと考

えられる。だが、同じ条件下で実験をしてもそれぞれ

の個体で結果にばらつきがあったため、実験結果に

は植物本体の潜在能力も関わってきていると考えられ

る。

�⃣炭と貝殻を濾材として比較したとき、ろ過した水のｐ

Hが貝殻の方が相対的に高いことが分かった。 

また、貝殻を使うことで水をろ過することができるが、

飲料水としての使用には更なる実験方法の改良が必

要である。 

５．課題と展望 

今回の実験では、時間の都合上種から育てることがで

きなかったので次回このような実験をするような際は種

から育てたい。また、肥料の量の対照実験以外にも実

際の肥料との対照実験や、他にも肥料に入っているリ

ンなどの物質を加えたときなど様々なもので対象実化

を試してみたい。 
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